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第 ５ 号
夏 休 み

明日から、中学生になって２回目の夏休み。今年は、どんな夏休みにしたいと考えています
か？当然、昨年の夏休みとは、ひと味違う内容の夏休みにしてほしいと思います。夏休み明けに、
たくましい２年生の皆さんと出会うために、２つのメッセージを贈ります。

１ さらなる成長への大きなステップとなる夏休み

人には成長する大切な節目があります。そのひとつが夏休みです。夏休みは、自分で考え、判
断し、自分の責任で行動しなければなりません。まさに本校の校訓の１つである「自主」に相当
します。自分の全能力を注がなければならない３６日間でもあるのです。以下の４つの点に特に
注意して夏休みを過ごしましょう。

①自分の生活を自分で管理する。
・規則正しい生活を心がける。生活リズムを大きく変えない。

②毎日学習に取り組む。
・自分の力で宿題を仕上げる。苦しくても時間をかけて取り組む。
・今までの学習内容の復習をする。弱点教科・分野の克服を目指す。
③友達を大切にする。
・友達の悪口を絶対に言わない、書かない。電話やＳＮＳなどの使い方に注意する。
④家の手伝いをする。
・日頃の感謝の意を表し、家族の一員としての自覚をもつために、家の手伝いをする。

これから学校の中心として芦原中を動かすのは、２年生にシフトしていきます。その自覚を
もって、上記の４つのことが当たり前にできる夏休みにし、大きく成長してほしいと思います。

２ 同志を互いに支え合いながら、後輩と共に一生懸命取り組む夏休み

部活動についても、３年生からのバトンを引き継ぎ、２年生が部活動の中心になります。つま
り、２年生の皆さんが団結して、より良い部活動をめざしていかなければなりません。今年は、
４年ごとに開催されるサッカーのワールドカップが１１月から開催されますが、サッカーでシュ
ートを決めるためには、そのゴールをアシストしたり、支えたりするチームの選手がいます。決
して一人で突っ走って、成し得ることはできません。同じようにどの部活動においても、一人に
すべてを任せきりではうまくいかないのです。大事なのは、「同じ２年生であるリーダーのキャ
プテン（部長）を支えながら、後輩と一緒に真剣に頑張っていく」というフォロワーの協同の精
神です。この夏休み、新チームの練習の始まりは、率先して行動する２年生の姿が多く見られる
ことを期待しています。

学級弁論大会終了！文化祭での発表者決定！！

各学級の生活班で、一人ひとりの生徒が弁論を行い、そこで選出された代表生徒６名が、学級弁
論大会に臨みました。各クラス代表生徒の６名は自分の思いを熱く語り、聴く生徒たちも真剣に耳
を傾けていました。弁論の内容はどれも素晴らしく、各クラス一人の代表を決めるのはとても難し
かったです。各クラスの審査の結果、１組は坪田隆盛さん、２組は高橋愛珠さんが選ばれ、文化祭
で発表することになりました。坪田隆盛さん、高橋愛珠さんには、２年代表としてさらに磨きをか
け、ぜひ９月６日（火）の文化祭で堂々と発表してほしいです。みんなで応援しましょう！

学級代表生徒 テーマ
１組 坪田 隆盛 よりよい社会にしていくために
２組 高橋 愛珠 これからの学校授業

総合的な学習の時間に、グループ別で各高校を調べてきました。
調べたことを、７月６日（水）に「ポスターセッション」方式で各
グループが発表しました。初めてする方式でしたが、どのグループ
もタブレット等を使いながら上手に発表していました。聴く方も、
自分が関心のある高校について、メモを取りながらしっかりと聴い
ていました。１２月には、中高一貫連携クラスの募集も始まります。
進路について深く考える夏休みもいいかなと思います。ご家族でよ
く話し合ってください。

令和４年度国際交流事業

中国・アメリカの中学生と英語で文通に挑戦！

先日配付しました「令和４年度あわら市国際交流事業（米国および中国）」の中止を受け、文
通等による交流を希望者対象で実施します。あわら市の姉妹校である「ユージン学園ケリーミド
ルスクール（米国オレゴン州）と、あわら市の友好都市である中国浙江省紹興市の「紹興文理学
院附属中學教育集団」両校の中学生と文通友達になって、英語を使って手紙やグリーティングカ
ードのやりとりをします。先日希望者を募ったところ、西川慶哉くんと大辻彩夏さんが、積極的
に参加を希望し、自己紹介カードの作成に取りかかっています。今後のやりとりが楽しみです！

の予定




